
 

2008年 11月 28日 

独立行政法人 理化学研究所 

播磨研究所研究推進部  

 

播磨研究所における飲料への薬物混入について 

 

 平成 20年 11 月 17日（月）に、独立行政法人理化学研究所播磨研究所放射光科学

総合研究センターにおいて、職員の飲料に薬物が混入する事件が発生いたしました。

かかる事態が発生したことは、きわめて遺憾であり、お騒がせしましたことを、お詫

びいたします。 

 現在、警察により捜査が続いておりますが、当研究所としても、引き続き事態の推

移を見守り、今後かかる事態が再発しないよう適切に対処してまいりたいと思いま

す。 

 

記 

 

経  緯 

（1） 平成 20 年 11 月 17 日（月）昼過ぎ、播磨研究所放射光科学総合研究センター研

究系職員が、食堂で昼食を終え居室に戻り、自らが購入したペットボトルのお茶

を飲んだ際に異様な味を感じ、トイレで吐き出した。その後、腹痛と下痢の症状

があったが、一度トイレ使用後は特段の異常はなかった。そのため、通常に勤務

を続けた。 

お茶は前日（16日）にコンビニで購入したもので、前日飲んだ残りを持って出勤

し、当日朝も飲んだがその時点では異常は感じず、残りは当該職員の机の引き出

しにしまったとのこと。 

 

（2） 同日勤務後の午後 8 時 30 分頃、当該職員は、帰宅途中に兵庫県たつの警察署を

訪れ状況を伝えるとともに、問題のお茶の入ったペットボトルを提出した。 

 

（3） 当該職員は、翌日 11月 18日から体調不良を理由に休暇を取得している。 

 

（4） 18日、たつの警察署でお茶の内容物を分析した結果、ヒ素系化合物が含まれてい

ると判明。午後 9時頃に当該職員に警察より電話があり、病院にて検査を受けた。

検査結果は異常がなかったが、念のため解毒措置がとられた。 

 

（5） 19日、たつの警察署が播磨研究所に来所し、研究グループ関係者から事情聴取を

開始した。 

 

（6） 現在、警察による捜査が進められている。 

以上 



 

＜問い合わせ先＞  

（総括） 

独立行政法人理化学研究所 播磨研究所  

研究推進部長    安部 元泰（あべ もとやす） 

Tel : 0791-58-0310（直通） 

 

研究推進部総務課長 山口 浩一（やまぐち こういち） 

Tel : 0791-58-0808（内線 2351） 

Fax : 0791-58-0800 

 

（播磨研究所の安全管理に関すること） 

独立行政法人理化学研究所 播磨研究所 

安全管理室長    牧野 明寛（まきの あきひろ） 

Tel : 0791-58-2828（内線 7315） 

Fax : 0791-58-2830 

 


